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令和２年度（第１８回）京都環境賞 受賞者及び応募内容 

 

１ 最優秀賞，優秀賞，入賞の受賞者について 

（１）受賞者一覧 

 （五十音順，敬称略） 

賞の種類 受 賞 者 

最優秀賞 京都市立安朱小学校 

優秀賞 

久我地区社会福祉協議会 

佐野綺咲 

府大ＡＣＴＲ触地図プロジェクト 

入賞 

岡本慶太郎 

金澤良彦 

喫茶バンブー 

久保登士子 

乾隆地域女性会 

S＋Renjoy 

高橋文彦 

チーム GA 有限責任事業組合 

同志社大学政策学部小谷ゼミ「上京区まちづくり班」 

豊園エコ推進委員会 

南基哲 

元町社会福祉協議会 

山植剛 

山国地域ごみ減量推進会議 

資料８－２ 
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（２）応募内容（敬称略） 

 

 京都市立安朱小学校 

■チーム安朱プロジェクト～安朱まもり隊～ 

 コロナ禍でも豊かな学習活動を行えるように，オン
ラインで専門家と交流し，その中で得た視点をいかし
て夏休みにＳＤＧｓカレンダーを作成して，自分の決
めた持続可能な社会にするための行動に取り組んだ。
さらに，個人だけでなく「チーム安朱」として活動を
多くの人に広げるため，「できる！」「やりたい！」を
テーマに，６つの活動を企画し，各家庭も巻き込んで
学校全体で取り組んだ。 
①食べ残し０作戦 ②ごみの分別とポイ捨て０作戦 
③節電作戦    ④節水作戦 
⑤マイボトル作戦 ⑥レジ袋を最後まで使いゴミ袋に活用 

 

最優秀賞 

優秀賞 

久我地区社会福祉協議会 

■洛いものガーデニングと緑のカーテンづくり～洛いも調理  

 蔓
つる

を伸ばす「洛いも」を栽培して緑のカーテンを作
ることで，エアコンがなくても部屋が涼しく換気しや
すいだけでなく，三密を避けて屋外で活動でき，健康
増進を図れる。また，「洛いも」の発育状況をメール等
で交換したり，多く栽培した人を表彰したり，調理講
習会を開催することで，コロナ禍で巣籠りがちな状況
においても，地域の人たちが孤立することなく親交を
深めることができる。 

 

佐野綺咲 

■３密を避けた京都観光の移動手段 『E‐トゥクトゥク』 

 屋根の太陽光パネルで稼働し， 
着物や竹をイメージした景観に 
配慮した電動トゥクトゥク(タイ 
の観光で人気の三輪自動車)を 
移動手段とすることで，バスの 
混雑を解消しつつ，環境にやさ 
しく人との接触を避けて観光する   
ことができる。 

 

府大ＡＣＴＲ触地図プロジェクト 

■触らないと伝わらない「環境情報」の伝え方改革 
 〜視覚障害者のための触地図の製作を通して得られたことを活かす〜 

コロナ禍で接触を避けることが日常となる中，「触
れる」ことが重要な情報源となっている視覚障害のあ
る方などが大きな影響を受けている。そこで，ユニバ
ーサルデザイン，抗菌インクによる点字印刷，音声デ
ータ等を組み合わせて効率よく環境情報を伝える「触
地図」を二条城と府立植物園について作成し，触らな
ければ得られない情報を他の情報とリンクさせるこ
とで提供している。 
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入 賞 

岡本慶太郎 

■コーヒー豆粕リサイクル 

京都市はコーヒーの消費量全国１位であり，コロナ
禍で自宅でコーヒーを飲む方も増えた。そこで，豆粕
を回収しリサイクルすることで，豆粕の消臭効果，防
虫効果，スクラブ（古い角質を落とす）効果を活用し
たり，バイオディーゼル燃料を抽出することができる。 

 

金澤良彦 

■再エネ利用でＣＯ２を削減しよう！ 

 太陽熱利用のＰＥＴボトル温水器 

コロナ禍での在宅時間の有効活用や家族の環境意
識向上のため，ＰＥＴボトルを利用した小型太陽熱温
水器を作る。晴れの日には７０℃まで温度が上がるため，
沸かせたお湯を調理や喫茶に利用することで，ＣＯ２

排出量を削減することができる。 

 

喫茶バンブー 

■環境にやさしい地域に密着した小規模飲食店の経営と集客  

地域に根差した飲食店は，客の嗜好や食べる量を把
握して食べ残しの出ない食事を提供したり，小規模店
ならではの細やかな配慮で感染防止に貢献すること
ができるため，事業者はそうした経営を目指し，住民
は地域の飲食店を積極的に利用するようにする。 

 

久保登士子 

■京都エえ傘プロジェクト〜京都からエコでええ傘ひろめよう！ 

自然素材の京和傘の利用は，熱中症予防，人と人と
の間隔の確保，材料となる放置竹林の解消などにつな
がる。そこで，「エコでええ傘」をキャッチフレーズに
京和傘の利用を促進し，新しいライフスタイルや環境
に優しい装いを京都から世界に広げる。 

 

乾隆地域女性会 

■会えなくてもメッセージカードでエコ活動！ 

洛いもの緑のカーテンを掲示板として使い，葉に見
立てたメッセージカードをつるして学区の好きなと
ころや，行っているエコ活動を記入することで，対面
での交流ができなくても地域住民の交流のきっかけ
づくりと環境啓発活動を同時に行うことができる。 

 

S＋Renjoy 

■ポイ捨て・食品ロス啓発動画 

ポイ捨てや食品ロス問題の改善のために， 

誰でも簡単に理解できるコメディ要素の 

ある動画作品を発信することで，普段は 

興味を示さないターゲットに，自分ごととして環境問
題に関心を持ってもらう。 

 

高橋文彦 

■共有自転車で簡単に遠くに 

府・市等が所有する共有自転車の数，配置場所を増
やすことで，誰でも共有自転車を利用できる状態にす
る。これにより，中・短距離の移動での自動車・バイ
ク等の使用頻度を下げ，ＣＯ２などの排気ガスの排出
を減らすことができる。 

 

しこう 
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チーム GA 有限責任事業組合 

■ゼロプラ袋チャレンジ 

 ～プラ袋から新聞紙へ プラスチックビニル袋をゴミ袋に使うことをやめよう～ 

これまで家庭でゴミを捨てるために使っていた 
レジ袋の代わりに，新聞紙を折って作った箱等を使う
ことで，プラスチックゴミを減らし，ゴミを燃やす時
に発生するＣＯ２を削減することができる。また，子供
と一緒に作ることで環境意識を高めることにつながる。  

 

同志社大学政策学部小谷ゼミ 

「上京区まちづくり班」 

■次世代型地域交流で環境も豊かに ～新しい芽を育てよう～ 

近隣の飲食店や一般家庭から回収したコーヒーか
すや生ごみを用いて，コンポスト堆肥を作る。大学の
キャンパス内や区役所前，老人ホームなど様々な年齢
層が集まる場所に，環境問題に関する情報を掲載した
立札を付けたプランター花壇を設置する。 

 

豊園エコ推進委員会 

■レッツ・エコチャレンジ！ 自宅で楽しくエコライフ  

少人数や自宅で気軽にできるエコ活動として，段ボ
ール箱で作った生ごみコンポストで野菜や果物の生
ごみを堆肥にして家庭菜園で使用したり，学区で行っ
た草刈りの雑草や落ち葉で腐葉土を作り，地域の方に
も自宅で堆肥作りをしてもらう。 

 

南基哲 

■折コップの使用の提案（ゴミの捨て方） 

マスク，ティッシュ，つまようじ， 

割り箸など，飛沫感染の可能性のある 

使用済みゴミの散乱や接触を防ぐために， 

不要になった雑紙を折り紙として使って 

ゴミ出しを行う。 

 

元町社会福祉協議会 

■ウィズコロナにおけるインターネットの活用 

夏祭りや環境学習会などを映像等により配信する
ことで，コロナ禍で集会等の制約がある中でも，これ
まで以上に多くの方々に情報等を発信することがで
きる。また，イベントに必要な案内チラシや学習会の
冊子等の電子化により，紙資源の節約につながる。 

 

山植剛 

■ごみは捨てずに！土に変身！家庭菜園で自粛生活を楽しむ！  

生ごみを燃やすごみで出さずに土に埋めて堆肥に
することで，燃やすごみを減らし，コロナ禍で負担の
大きい清掃員の負担も減らす。また，堆肥にした土で
家庭菜園をすることで，野菜の地産地消をするととも
に，買物の回数を減らして感染リスクを抑える。 

 

山国地域ごみ減量推進会議 

■山国の子供たちとつくる花畑 

地域で協働して閉校した小学校の花壇の手入れや
花の補植を行い，地域住民が集う場を整備した。また，
生ごみ処理機利用者から提供してもらった堆肥で花
壇の土壌改良をしており，これらの取組を通じて幅広
い年代の方のリサイクル意識の向上につなげる。 
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２ 佳作の受賞者について 

（敬称略，五十音順） 

受賞者 応募タイトル 

赤﨑美佐子 
「ウィズコロナ時代に暮らしの中でできる環境にい

いこと」―CO2削減のため，鍋帽子の活用を― 

上田くるみ 密を避けて体を動かして免疫をつけよう 

牛島一敏 コロナ版 炊き出し訓練 

エコ～るど京大 食のバラバラボ 

大木育美 飛石ソーシャルディスタンス 

奥田聡子 公園の中の使用頻度の高い水道蛇口のセンサー化 

小野希央香 エコラップ（蜜蝋ラップ） 

梶真由子 土鍋で具沢山味噌汁をつくろう！ 

加藤豊 京の生き物たちと悠久の歴史をもつわが街京都 

狩野貴史 「レジ袋必要ですか？」の削減 

上地脩太 高瀬川の空き缶拾い 

上地友紀 ウィズコロナ時代と環境を意識した育児 

NPO 法人環境安全センター 遊びながらごみ削減アクションが学べる「みんなのごみ」ボードゲーム 

京都市ごみ減量推進会議 エコバッグでは入りきれない！そうだ，風呂敷をつかおう！！ 

京都市ごみ減量 

めぐるくん推進友の会 
簡単に出来る「あずま袋」を作ろう 

京都市生活環境事業協同組合  動画を使った子ども向け環境教育の実施 

京都精華大学 Green Life  大学生が Twitter と Instagram で環境情報を発信 

一般社団法人京都竹カフェ コロナ禍下での環境保全啓発活動 

銀鈴タクシー株式会社 事務所内で環境にいいこと 

久世幸男 コロナ禍の高齢者学習―円山公園の上部（東側）散策― 

乾隆自治連合会 乾隆学区でエコライフチェック！ 

五條正三 
「ヒラヤマ・トレッキング」・・私のマイクロ・エコ

ツーリズム実践編 

齋藤咲良・嶋村和子・徳持こはる  一石五鳥‼京からはじめる美しきマイバッグ 

島本朋佳 働き方改革とコロナ 

園部素木 コロナ禍で健康な体づくり 

中立住民福祉協議会 コロナ禍における対策物品シェアシステム in 中立学区 

銅駝自治連合会 
銅駝学区における自治連合会ホームページを利用し

た「エコ学区」活動の啓発への取り組み 

當野勝義 

高齢者の運転免許返納で，「バス・地下鉄」を利用して，

「高齢者の運転事故回避」と「地球温暖化防止に貢献」

し，「自身の健康増進」を図る。 
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受賞者 応募タイトル 

當野勝義 
一台ズラシ，一駅手前，目的地まで徒歩で，密を避け

て，コロナに打ち勝つ体力づくり 

常盤和裕 

祇園祭を始め京都三大祭りを通じて観光客等に対し

伝統的木製品の利用を促し，京都の和の文化を広め脱

炭素の生活様式を再提案する。 

戸田奈緒子 エコ回覧板で，環境に優しく感染対策もできる！ 

中川祐子 ”WITH スマホ”で  紙ごみ削減！ ＆ コロナ予防！ 

中野一登 未来の京都のための環境市民交流会 2021 

中村謙太 自然を勉強しながら里山を歩いて感染予防 

西邑桃代 古着を小さく切って台所にストック 

日本新薬株式会社 

山科植物資料館 

会議システムを利用した日本新薬株式会社山科植物

資料館のリモート見学会の実施 

平岩靖子 先人の知恵に想いを馳せる。始末の心を大切に。 

藤本忠良 洗えるマスクでエコ・コロナ対策 

堀江紘平 コロナ禍に現れた善意の冷蔵庫 

蒔田小百合 ゴミを減らしてご飯を美味しく食べよう！ 

松浦真奈 苔散策～道ばたの苔を見つけよう～ 

松藤悦子 皮の乾燥でごみ減少!! 

松本克彦 
人混みを避け，通勤通学路，散歩道の花や生き物にグ

ッと近づいてみよう！ 

水谷綾子 始めよう!!  私の「エコ活」 

溝添楓香 水筒を使おう！ 

水口靖彦 感染症を防ぐために 

元町ごみ減量推進会議 元町小学校運動会（Ｒ２は体育参観日）でフードドライブ 

森井正次 不耕起栽培普及で二酸化炭素を吸収！ 

安田勇次 自分のために，地球のために！ 

山植剛 晴光雨読 with コロナ 

吉田紗耶 eco な生活 with コロナ 

吉村季利子 

Spread the Dynamics of Green sharing 広げよう！

小さな「緑」のわかちあい 

～挿し木・水挿し・株分けでできるグリーン・シェアリング～ 

 


